
第
三
十
回
熊
本
春
節
祝
賀
会

が
、
二
月
二
十
一
日(

火)

午

後
六
時
か
ら
、
熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ

ス
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

田
川
憲
生
副
会
長
の
開
会
の

辞
で
始
ま
り
、
柏
木
会
長
の
主

催
者
挨
拶
、
李
天
然
中
国
駐
福

岡
総
領
事
ら
の
来
賓
祝
辞
の
後
、

中
山
峰
男
崇
城
大
学
長
の
音
頭

で
乾
杯
し
、
祝
宴
は
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

今
年
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は

太
極
拳
、
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
、

少
林
寺
拳
法
。
会
場
に
は
茶
道

体
験
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、

恒
例
の
手
作
り
餃
子
に
、
抽
選

会
と
盛
り
だ
く
さ
ん
。
鬼
海
洋

一
日
中
友
好
熊
本
県
議
会
議
員

連
盟
幹
事
長
の
閉
会
の
辞
ま
で
、

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。(

詳
細
は
二
、
三
面)

荒
尾
市
が
、
日
中
国
交
正
常

化
四
十
周
年
を
記
念
し
て
、
宮

崎
兄
弟
生
家
の
梅
の
木
を
接
ぎ

木
し
た
苗
木
「
友
情
の
梅
」
を

作
り
、
二
月
二
十
八
日
、
東
京

都
元
麻
布
の
中
国
大
使
館
に
植

樹
し
ま
し
た
。

宮
崎
兄
弟
生
家
の
梅
の
木
は
、

辛
亥
革
命
の
指
導
者
孫
文
が
こ

の
地
を
訪
問
し
た
際
に
、
滔
天

ら
と
撮
っ
た
集
合
写
真
に
写
っ

て
い
る
も
の
で
、
正
に
、
孫
文

と
滔
天
の
友
情
を
実
際
に
見
て

き
た
生
き
証
人(

？)

。

大
使
館
で
の
記
念
植
樹
式
に

は
、
前
畑
淳
治
荒
尾
市
長
を
は

じ
め
、
柏
木
明
県
日
中
協
会
長
、

野
田
毅
日
中
協
会
長
、
滔
天
の

子
孫
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。
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招待された留学生や日中協会会員・来賓

の方々など、賑わった春節祝賀会(ホテ

ルキャッスル)

梅
の
苗
木
に
水
を
や
る
程
永
華
中

国
大
使
と
前
畑
淳
治
荒
尾
市
長

歓迎のあいさつを
する柏木会長

熊
本
県
日
中
協
会
は
一
九
七

二
年
、
日
中
国
交
正
常
化
の
年

に
設
立
さ
れ
、
今
年
で
四
十
周

年
を
迎
え
ま
す
。

例
年
は
七
月
の
初
め
頃
に
総

会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
が
、

本
年
は
当
会
創
立
記
念
日
の
十

一
月
十
一
日
に
総
会
を
兼
ね
て

記
念
式
典
を
開
催
予
定
で
す
。

ま
た
、
四
十
年
の
活
動
を
振

り
返
る
記
念
誌
の
制
作
や
、
熊

本
県
と
友
好
提
携
し
て
三
十
年

と
な
る
中
国
広
西
壮
族
自
治
区

へ
の
訪
中
団
な
ど
も
計
画
し
て

い
ま
す
。

事
業
報
告
・
計
画
に
つ
い
て

は
、
例
年
と
同
じ
時
期
に
総
会

資
料
を
送
付
し
て
皆
様
に
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。

柏木明会長も参加し
て中国大使と握手

荒
尾
市
の
宮
崎
兄
弟
生

家
で
の
集
合
写
真
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中国で春節の際に、門柱や扉などの左右に張り
付ける春聯(しゅんれん)を飾ったステージ

日中友好の深まりを祈念す
る李天然中国駐福岡総領事

開会の辞を述べる
田川憲生副会長

息の合った演舞を披露する熊
本県武術太極拳連盟の皆さん

会場では増産に大忙し
の餃子実演コーナー

か
た
づ
を
飲
む
迫
真
の
演
武

～
熊
本
県
少
林
寺
拳
法
連
盟
～

ひょっとこ踊りが会場をねり踊り、留学生も大喜び

来
賓
祝
辞
・
西
島
喜
義

熊
本
市
副
市
長

来
賓
祝
辞
・
兵
谷
芳
康

熊
本
県
副
知
事

会
場
の
片
隅
に
畳
を

敷
い
て
作
ら
れ
た
茶

道
体
験
コ
ー
ナ
ー
で

お
点
前
を
披
露

中
山
峰
男
崇
城
大
学

学
長
の
音
頭
で
乾
杯



柏
木
明
、
医
療
法
人
社
団
寿
量

会
、
株
式
会
社
九
電
工
、
熊
本

華
僑
総
会
、
崇
城
大
学
、
創
価

学
会
、
日
中
友
好
熊
本
県
議
会

議
員
連
盟
、
社
会
福
祉
法
人
慈

永
会
、
社
団
法
人
熊
本
県
薬
剤

師
会
、
特
定
医
療
法
人
社
団
高

野
会
、
阿
蘇
製
薬
株
式
会
社
、

Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
、
篠
崎
鐵
男
、

株
式
会
社
竹
内
工
務
店
、
株
式

会
社
肥
後
銀
行
、
日
本
嵩
山
少

林
拳
連
盟
、
有
限
会
社
中
野
工

務
店
、
株
式
会
社
阿
蘇
熊
牧
場
、

熊
本
学
園
大
学
、
熊
本
県
日
中

友
好
協
会
、
熊
本
朝
日
放
送
株

式
会
社
、
熊
本
保
健
科
学
大
学
、

小
山
和
作
、
松
野
憲
三
、
上
田

祐
規
、
青
柳
英
幸
、
張
晶
、
長

野
吉
彰
、
唐
津
邦
利
、
北
里
敏

明
、
野
田
毅
、
國
米
聰
太
郎
、

澤
田
一
精
、
三
浦
一
水
、
川
越

忠
信
、
濱
田
定
勝
、
株
式
会
社

コ
ス
ギ
不
動
産
、
松
本
崇
希
、

中
原
隆
夫

株
式
会
社
秀
拓
、
創
価
学
会
、

阿
蘇
の
司
ビ
ラ
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
、

熊
本
大
学
、
崇
城
大
学
、
株
式

会
社
暖
、
岩
下
栄
一
、
中
垣
秀

夫
、
平
山
昌
志
、
保
健
科
学
大

学
、
佐
藤
征
紀
、
宮
崎
滔
天
資

料
館
、
浜
田
醤
油
株
式
会
社
、

熊
本
県
、
熊
本
市
、
南
九
州
コ

カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
株
式

会
社
、
荒
尾
市
、
社
団
法
人
熊

本
県
観
光
連
盟
、
松
崎
幸
子
、

Ａ
Ｎ
Ａ
セ
ー
ル
ス
株
式
会
社
、

熊
本
県
中
国
残
留
孤
児
等
対
策

協
議
会
、
株
式
会
社
九
電
工
、

大
代
純
市
、
重
光
産
業
株
式
会

社
、
小
串
照
彦
、
寺
田
裕
子
、

野
田
た
け
し
事
務
所
、
熊
本
工

業
専
門
学
校
、
熊
本
機
能
病
院
、

國
米
聰
太
郎

熊
本
製
粉
株
式
会
社
、
熊
本
大

同
青
果
株
式
会
社

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
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閉
会
の
辞
は
日
中
友
好
熊

本
県
議
会
議
員
連
盟
幹
事

長
の
鬼
海
洋
一
先
生

留学生に人気の恒例
お楽しみ抽選会

今
年
の
一
等
賞
は
餃
子

作
り
を
手
伝
っ
て
く
れ

た
何
翔
さ
ん
。
う
れ
し

そ
う
で
す

春節を乾杯で祝う留学生ら

ぞくぞくと会場入りする参加者

謝
辞
を
述
べ
る
留
学
生
の

葉
俊
さ
ん

春聯の漢詩の作者、王忠義先生を
囲んで歓談する留学生たち

初
対
面
の
留
学
生
同
士
も

和
や
か
に
情
報
交
換



北
京
か
ら
西
に
三
百
㌔
。
山

西
省
は
中
国
最
大
の
石
炭
の
生

産
地
。
中
で
も
北
部
の
大
同
市

は
、
全
国
の
八
大
炭
坑
の
一
つ
。

「
煤
郷
（
石
炭
の
国
）
」
と
呼

ば
れ
、
街
や
郊
外
は
黒
い
ダ
イ

ヤ
を
運
ぶ
ト
ラ
ッ
ク
が
頻
繁
に

行
き
交
う
。

大
同
は
古
い
都

大
同
の
古
称
は
平
城
と
呼
ば

れ
、
四
世
紀
末
に
は
都
が
お
か

れ
た
。
儒
教
・
道
教
を
重
ん
じ

当
時
の
太
武
帝
は
、
仏
寺
や
仏

塔
を
焼
き
払
っ
た
が
、
跡
を
継

い
だ
文
成
帝
が
仏
教
の
興
隆
に

つ
と
め
、
四
五
二
年
、
平
城
の

郊
外
に
ひ
ら
い
た
の
が
雲
崗
の

石
窟
寺
院
。

古
代
彫
刻
の
芸
術

大
同
市
か
ら
西
に
二
㌔
に
あ

る
雲
崗
石
窟
は
、
洛
陽
の
龍
門

石
窟
、
敦
煌
の
莫
高
窟
と
並
ぶ

中
国
三
大
石
窟
の
一
つ
。
武
周

山
の
北
側
岩
壁
に
一
㌔
に
わ
た
っ

て
五
十
三
の
洞
窟
、
五
万
千
余

尊
の
彫
像
が
現
存
し
、
正
に
中

国
古
代
の
彫
刻
芸
術
の
粋
で
あ

る
。中

で
も
文
成
帝
の
信
頼
が
あ

つ
か
っ
た
北
魏
の
高
僧
・
曇
曜

の
提
案
で
最
初
に
ひ
ら
か
れ
た

五
窟
（
第
十
六
～
二
十
窟
）
が

見
事
。
高
さ
十
三
・
五
㍍
の
釈

迦
の
立
像
（
第
十
六
窟
）
も
。
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春
節
祝
賀
会
は
今
年
も
賑
や

か
に
終
了
し
ま
し
た
。
日
中
友

好
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

さ
て
、
県
日
中
協
会
が
発
足

し
て
四
十
年
、
記
念
誌
の
準
備

に
入
り
、
皆
さ
ん
の
記
憶
を
た

ど
り
な
が
ら
回
顧
す
る
資
料
に
、

青
木
事
務
局
長
が
孤
軍
奮
闘
し

て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
が
、
皆
様
の
情

報
も
お
寄
せ
い
た
だ
く
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
機
関
紙
編
集
委
員
会

・
小
串

照
彦)

編
集
後
記

雲崗石窟のハイライト第２０窟の露天大仏。
石窟の前壁が崩れ、風雨にさらされた大仏は
貫禄十分。

採光部から顔が見える
第18窟。中曽仏立像。近くの盆地にそびえ立つ

万里の長城の烽火台。

大
同
市
の
大
同
街
と
南
門
街
の
交

差
す
る
所
に
あ
る
中
国
最
古
、
最

大
の
九
龍
壁
。
高
さ
八
㍍
、
全
長

四
五
・
五
㍍
の
巨
大
な
壁
は
北
京

の
九
龍
壁
の
三
倍
も
あ
る
。

大同から南東約六十㌔の岩肌に張り付く
ように建つ懸空寺。
断崖絶壁のわずかな平らな部分に土台と
何本もの梁や柱だけで築かれ、三つの楼
閣を支えている。川岸の洪水被害を避け
て建てられた。

木造の美しい廟が石窟を見守る

趁 热 打 铁


